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Q36a XRISMによる天の川銀河中心領域の中性鉄輝線に付随する衛星線の測定
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天の川銀河中心領域における拡散 X線放射の大きな特徴の 1つは、中性鉄からの蛍光 X線（中性鉄輝線）で
ある。中性鉄輝線の空間分布は分子雲とよく相関しており、その起源として、いて座A∗ の過去のX線フレアに
よる光電離あるいは宇宙線による内殻電離が考えられている。実験室における X線分光では、中性鉄 Kα 線よ
り ∼ 30–40 eV 高いエネルギーに衛星線が存在することが知られている。この衛星線は、K殻と同時に L殻も電
離された場合に生じる X線である。特に重イオンによる L殻電離の確率は、X線・電子・陽子衝突の場合と比
べて桁で大きいため、衛星線と鉄 Kα 線の強度比は、重イオン（宇宙線）の寄与を制限する有効な診断手段とな
る。我々は XRISM 衛星搭載 Resolve を用いて銀河中心領域の中性鉄輝線を精密分光し、中性鉄 Kα 線に対して
1.27± 0.65% の強度をもつ衛星線を 3.3σ の有意度で検出した。この強度比は、X線・電子・陽子衝突で期待さ
れる値と矛盾せず、重イオンの寄与は ≲ 1% と考えられる。一方、衛星線の中心エネルギー（6425.6± 1.2 eV）
は、実験室での先行研究の値よりも低かった。Resolve の地上較正試験では金属鉄ターゲットを用いて中性鉄 Kα
線および衛星線を測定しており、衛星線の中心エネルギー（6434.2± 0.8 eV）は実験室での先行研究とよく一致
する一方で、銀河中心領域での測定値とは一致しない。この不一致の原因は特定できていないが、1つの可能性
として、銀河中心で中性鉄輝線を放射している鉄が単原子ではなく化合物状態にあるのかもしれない。


